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常任委員会の審査報告から

特別委員会の中間報告から

厚

生

委

員

会

総

務

委

員

会

第
62
号
議
案

府
中
市
立
ふ
る
さ
と
府
中
歴
史
館
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
69
号
議
案

平
成
29
年
度
府
中
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て

第
61
号
議
案

府
中
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

第
73
号
議
案

平
成
29
年
度
府
中
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

建

設

環

境

委

員

会

文

教

委

員

会

　
こ
の
議
案
は
、
本
市
の
歴
史
・
文
化
に
関

す
る
教
育
の
振
興
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
の
ふ
る
さ
と
府
中
を
愛
す
る
心
を
育
む
た

め
、
国
史
跡
武
蔵
国
府
跡
国こ

く
し
の
た
ち

司
館
跡
地
区
遺

構
保
存
展
示
施
設
を
設
置
し
、
そ
の
管
理
及

び
運
営
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
質
疑
に
対
し
て
、「
同
施
設
の
開
館
時
間

は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
す
る

が
、
史
跡
の
保
護
と
活
用
に
供
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
場
合
は
、
夜
間
開
放
も
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
」「
施
設
名

称
が
長
い
た
め
、
市
民
だ
け
で
は
な
く
、
市

外
の
方
や
海
外
の
方
に
も
伝
え
ら
れ
る
よ
う

外
国
語
表
記
も
含
め
て
略
称
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員

異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
新
た
な
審
査
事
務
に
係
る
手
数
料
を

新
設
す
る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
主
な
改
正
内
容
と
し
て
、
「
建
築
物
の
敷

地
と
道
路
と
の
関
係
の
建
築
や
１
年
を
越
え

て
使
用
す
る
特
別
の
必
要
が
あ
る
仮
設
興
行

場
等
の
建
築
に
関
す
る
審
査
事
務
な
ど
に
つ

い
て
、
新
た
に
追
加
す
る
」
等
の
説
明
が
あ

っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
改
正
に
よ
り
建
築
基

準
法
42
条
に
規
定
す
る
道
路
に
接
し
て
い
な

い
敷
地
に
お
け
る
建
築
審
査
に
つ
い
て
は
、

10
件
程
度
が
新
し
い
条
例
の
対
象
に
な
る
も

の
と
考
え
て
い
る
」「
大
規
模
な
興
行
場
等
の

施
設
に
つ
い
て
は
、
最
大
で
２
年
３
か
月
の

設
置
が
可
能
に
な
る
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員

異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

　
本
決
算
の
総
額
は
、
歳
入
が
２
６
３
億
８

５
９
９
万
６
０
０
０
円
で
執
行
率
99
・
４
％
、

歳
出
が
２
６
３
億
７
０
１
９
万
４
０
０
０
円

で
執
行
率
99
・
４
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
執
行
停
止
処
分
に
至

る
件
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
不
納
欠
損
額

が
減
少
し
た
」「
高
額
療
養
費
の
件
数
は
若

干
減
る
傾
向
に
あ
る
と
思
う
が
、
１
件
当
た

り
の
金
額
は
上
が
っ
て
い
る
印
象
で
あ
る
」

等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、「
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化

に
反
対
し
て
お
り
、
そ
の
広
域
化
に
係
る
基

幹
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
が
入
っ
て
い
る
た
め

反
対
す
る
」「
国
民
皆
保
険
制
度
を
維
持
す

る
た
め
に
は
や
む
を
得
な
い
と
思
う
の
で
、

賛
成
す
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成

多
数
に
よ
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た

　
本
決
算
の
総
額
は
、
歳
入
が
40
億
１
６
９

２
万
３
０
０
０
円
で
執
行
率
94
・
８
％
、
歳

出
が
39
億
５
６
５
８
万
円
で
執
行
率
93
・
４

％
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道
使
用
料
及

び
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
、
下
水
道
使

用
料
は
現
年
度
分
が
延
べ
１
５
９
万
２
７
８

３
件
分
、
過
年
度
分
は
１
万
７
６
４
０
件
分

と
な
っ
て
い
る
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
下

水
道
費
と
基
金
積
立
金
と
な
っ
て
い
る
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
公
営
企
業
会
計
へ
の

移
行
に
向
け
て
、
固
定
資
産
の
調
査
や
評
価

業
務
に
加
え
、
公
営
企
業
会
計
シ
ス
テ
ム
の

構
築
、
ま
た
、
関
係
部
署
と
の
協
議
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
等
の
答
弁

が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員

異
議
な
く
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

基
地
等
跡
地
対
策
特
別
委
員
会

　
調
布
基
地
跡
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
都

か
ら
、
平
成
30
年
９
月
以
降
に
調
布
飛
行

場
に
お
け
る
自
家
用
機
運
行
自
粛
の
解
除

を
行
う
と
の
連
絡
を
受
け
、
調
布
市
、
三

鷹
市
、
本
市
は
都
に
対
し
、
航
空
機
墜
落

事
故
の
被
害
者
及
び
地
域
住
民
に
慎
重
か

つ
丁
寧
に
対
応
す
る
よ
う
要
請
を
行
っ
て

お
り
、
こ
れ
を
強
く
求
め
て
い
く
。

　
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
状
況
に
つ
い

て
、
７
月
に
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
、
参
加
者
か
ら
意
見
を
も
ら
っ
た
ほ

か
、
民
間
意
見
募
集
を
実
施
し
、
10
事
業

者
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
な
ど
の
報
告
が
あ

り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

市
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

　
敷
地
拡
張
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、

未
契
約
の
地
権
者
、
借
地
人
と
も
に
取
得

の
契
約
を
締
結
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
両
者
の
移
転
に
向
け
た
手
続
き
を
行
う

な
ど
、
必
要
な
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
に
つ
い
て
は
、

既
存
庁
舎
周
辺
に
お
け
る
調
査
の
工
程
に

変
更
が
生
じ
て
お
り
、
北
庁
舎
周
辺
及
び

西
庁
舎
南
側
の
工
程
が
２
か
月
程
遅
れ
る

こ
と
と
な
る
が
、
当
初
か
ら
計
画
し
て
い

る
３
年
間
で
全
体
の
調
査
を
完
了
さ
せ
る

こ
と
に
変
更
は
な
い
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
を
了
承
し
た
。

学
校
施
設
老
朽
化
対
策
特
別
委
員
会

　
市
学
校
施
設
老
朽
化
対
策
推
進
協
議
会

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
、
市
は
学
校
施
設

改
築
・
長
寿
命
化
改
修
計
画
（
仮
称
）
に

お
け
る
重
要
な
３
つ
の
考
え
方
の
ほ
か
、

第
２
次
府
中
市
学
校
教
育
プ
ラ
ン
な
ど
を

踏
ま
え
た
５
つ
の
目
指
す
べ
き
学
校
施
設

を
提
示
し
、
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
市
で
は
、
市
立
小
・
中
学
校
及
び
幼
稚

園
の
敷
地
内
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

対
応
に
つ
い
て
、
建
築
基
準
法
へ
の
不
適

合
等
が
確
認
さ
れ
、
か
つ
道
路
に
接
し
て

い
る
も
の
は
順
次
撤
去
し
、
新
た
に
フ
ェ

ン
ス
等
を
設
置
す
る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
を
了
承
し
た
。

宿
泊
施
設
を
増
や
す
た
め
に

市

が

で

き

る

こ

と

は

何

か

市
と
府
中
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

宿
泊
情
報
サ
イ
ト
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る

西
村

陸

議
員（
公
明
）　
本
市

で
は
、
東
京
外
国
語
大
学
や
東

京
農
工
大
学
、
明
治
大
学
と
協

働
・
連
携
に
関
す
る
相
互
友
好

協
定
を
締
結
し
て
い
る
が
、
連

携
事
業
に
お
け
る
課
題
は
。

市
民
協
働
推
進
部
長
　
本
市
と

大
学
の
特
性
等
を
生
か
し
、
双

方
に
と
っ
て
有
益
な
事
業
が
継

続
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と

や
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
、
協
働
で
取
り
組
む
体
制
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

議
員
　
新
た
な
発
想
が
市
政
課

題
の
解
決
に
つ
な
が
る
施
策
へ

と
育
っ
て
い
く
こ
と
を
願
う
と

と
も
に
、
大
学
と
の
協
働
も
よ

り
多
層
的
に
推
進
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
が
、
本
市
と
大

学
の
個
性
を
発
揮
し
た
よ
り
大

き
な
協
働
・
連
携
へ
と
育
て
て

い
く
考
え
は
な
い
か
。

市
民
協
働
推
進
部
長
　
相
互
友

好
協
定
を
締
結
し
て
い
る
３
大

学
と
は
、
将
来
的
に
４
者
間
で

の
連
携
を
検
討
す
る
等
、
よ
り

大
き
な
形
で
の
協
働
・
連
携
の

強
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

他	

交
通
遊
園
を
活
用
し
た
自
転
車
教

育
の
推
進

杉
村

康
之

議
員（
自
由
）　
市

内
の
宿
泊
事
業
者
に
よ
る
と
、

平
成
30
年
度
の
宿
泊
施
設
の
客

室
稼
働
率
は
90
％
を
上
回
る
と

聞
く
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１

９
な
ど
の
時
に
客
室
数
が
不
足

し
、
観
光
客
が
他
の
地
域
に
流

れ
て
し
ま
う
と
思
う
が
、
宿
泊

施
設
を
増
や
す
た
め
に
市
が
で

き
る
こ
と
は
何
か
。

生
活
環
境
部
長
　
30
年
度
中
に

市
と
府
中
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
宿
泊
施
設
等
を
紹
介

す
る
宿
泊
情
報
サ
イ
ト
を
作
成

す
る
予
定
で
あ
り
、
宿
泊
能
力

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

議
員
　
民
泊
は
課
題
も
多
い
が
、

観
光
や
空
き
家
活
用
な
ど
の
地

域
活
性
の
力
と
し
て
期
待
で
き

る
た
め
、
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス

の
両
面
か
ら
情
報
を
市
民
に
周

知
し
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

生
活
環
境
部
長
　
都
は
住
宅
宿

泊
事
業
の
拡
充
に
努
め
、
各
市

に
新
た
に
登
録
さ
れ
た
住
宅
な

ど
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る

一
方
で
、
課
題
も
多
く
、
問
い

合
わ
せ
等
は
都
の
連
絡
先
を
紹

介
し
て
い
る
。

他	

事
務
事
業
点
検
の
総
括
●
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
文
科
省
版
）

服
部

ひ
と
み

議
員（
共
産
）　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
事

務
が
都
道
府
県
化
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
多
く
の
自
治
体
で
法

定
外
一
般
会
計
繰
入
金
の
削
減

が
行
わ
れ
た
。
都
の
計
画
に
よ

る
と
、
こ
の
繰
入
金
に
つ
い
て

は
赤
字
と
し
て
、
削
減
・
解
消

に
向
け
た
方
針
を
策
定
す
る
よ

う
求
め
て
い
る
。
削
減
を
行
っ

た
場
合
、
国
保
税
の
深
刻
な
負

担
増
と
な
る
た
め
、
市
は
今
後

も
繰
入
金
へ
の
財
政
投
入
を
続

け
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
民
部
長
　
被
保
険
者
の
急
激

な
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
、

繰
入
金
解
消
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
り
な
が
ら
、
市
の
役
割
を
果

た
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。

議
員
　
国
保
税
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
子
ど
も
の
均
等
割
課
税

額
の
減
免
な
ど
、
多
子
世
帯
に

対
し
て
支
援
す
る
考
え
は
。

市
民
部
長
　
市
は
支
援
策
の
必

要
性
を
認
識
し
て
お
り
、
都
市

長
会
か
ら
も
都
へ
要
望
し
て
い

る
た
め
、
国
等
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
調
査
・
検
討
し
て

い
き
た
い
。

他	

待
機
児
解
消
を
進
め
る
と
と
も
に

「
保
育
の
質
」
の
確
保
を

本市と大学の個性を発揮した
より大きな協働・連携へと
育 て て い く 考 え は

将来的に４者間での連携を検討する等
より大きな形での協働・連携の強化に
努 めていきたいと考 えている

　▲ 大学との連携事業

　　「府中 de しゃべとも」

。 、

一般質問・常任委員会・特別委員会

国民健康保険税の負担増にならないよう
法定外一般会計繰入金への財政投入を
続 け る べ き と 思 う が ど う か

繰入金解消とのバランスを取りながら
市の役割を果たしていくことが
重 要 と 考 え て い る


